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星間磁場

整列ダスト粒子

天球⾯に投影した磁場を導出できる

Introduction:

● 星間磁場の影響を強く受ける (e.g., Crutcher 2012).

星形成/ISM進化

● 星間ダストも中⼼的な役割を果たす (e.g., Draine 2003, 2011).

磁場構造の解明/ダストの情報が有⽤
星間偏光

星形成/ISM進化と星間偏光 1/10
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Serkowski関係

● 𝝀𝐦𝐚𝐱は整列ダストの平均サイズ𝒂と
 ⽐例関係にある(Mathis 1986).

ダストサイズの推定が可能

●

𝑷𝐦𝐚𝐱

𝝀𝐦𝐚𝐱

(Whittet et al. 1992)

(Serkowski et al. 1975)

星間偏光の波⻑依存性

例：HD 283701
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𝝀𝐦𝐚𝐱	~	2𝜋𝒂 𝑛 − 1
*  無限⻑の円柱を仮定
** 𝑛: 屈折率(実数部分)



Introduction:

● 全天カタログ (Panopoulou et al. 2025) の多くは単⼀バンド/粗い

少ないデータ

磁場構造解析が困難

偏光観測の課題
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サイズ分布の不定性

● 銀河系内の詳細なダストサイズの3次元分布は未だ明らかではない

(Adapted from Angarita et al. 2025) 

3/10

● 複数成分があると𝜆!"#が実際のダスト特性を反映しない (Mandarakas et al. 2025)
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Introduction:

磁場トモグラフィー

磁場トモグラフィーとHONIR

e.g., Panopoulou et al. 2019; Doi et al. 2021, 2024

かなた望遠鏡/HONIR

● 約10分⾓四⽅を可視/近⾚外で同時に偏光サーベイが可能
● 7バンド(0.44-2.2µm)の多バンド
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かなた望遠鏡/HONIRによる観測で課題を克服

𝝀𝐦𝐚𝐱の3次元分布も導出期待



Observations: NGC 6910 5/10
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⼤質量星 星形成
ISM進化

観測

● Bバンドを加え, 短波⻑側での𝜆!"#決定精度を向上
● 観測範囲を約10ʼ×30ʼまで拡⼤

「偏光」から関連性を探る

HONIR (Rバンド)
● 𝜆!"#の⼤⼩の混在 (Serkowski et al. 1975)

● ⼤質量星からのfeedback (Kaur et al. 2020)
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● 天球⾯に投影された磁場
● 左側領域では曲がった構造, 中⼼/右側領域では⼀様

Gaiaデータを併⽤し, 星団磁場の推定へ

背景：DSS2 Red (McLean et al. 2000)

中⼼領域
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● 星団に付随する星間雲固有の磁場構造
● N(H2)の⾼密度領域では曲がり, 低密度領域では揃っている

1 pc
@ 1.38 kpccontour：Herschel IGPS (Molinari et al. 2010)
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4

q,
 u

 (%
)

A G
 (m

ag
)

2
0

-2
-4

u 
(%

)

0

2

4

-2

-4

q (%)
2 4 60-2

0
1
2
3
4
5
6

distance (pc)
300 1000 2000 4000

foreground 星団⼿前

星団
background

R-band

AGを持つ
視野内のGaia星

R-band

● 星間雲ごとで q, u の傾向が異なる
● 4つの距離範囲に分け, それぞれの代表値で𝜆!"#を議論

各距離範囲固有の𝝀𝐦𝐚𝐱の推定へ

q
u
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⻑波⻑側では,
星団⼿前𝑃 > 星団𝑃

● 星団の𝜆!"#は星団⼿前に⽐べて⼩さめの傾向
● ⼩さめの要因はhostileな星団環境(スパッタリング)？

𝝀𝐦𝐚𝐱の視線⽅向分布の導出⼿法を提⽰
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● 若い散開星団 NGC 6910 に対する偏光サーベイを⾏った

星団磁場と𝝀𝐦𝐚𝐱

● 磁場トモグラフィーにより,
星団付随の星間雲固有の磁場構造を導出

● 磁場トモグラフィーの応⽤により,
𝝀𝐦𝐚𝐱の視線⽅向分布の導出⼿法を提⽰

● 左右領域の 𝜆!"# を導出し, 中⼼領域との⽐較を⾏う

左右領域の𝝀𝐦𝐚𝐱と磁場評価

● 分⼦雲との関連性を定量的に評価
● 過去に報告されたfeedback効果との関連性を評価


